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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

活
性
化
の
糸
口
を
探
す

　
先
日
、
高
知
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
都
市
問
題
会
議
に
出
席

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
都
市
と

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～
地

域
・
住
民
の
多
様
性
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
全
国

か
ら
約
２
０
０
０
人
の
首
長
・

議
員
が
集
ま
り
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
の
「
出
席
者
の
皆
さ
ん
が

頑
張
れ
ば
日
本
が
動
く
！
」
と

の
激
励
に
、
し
び
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
さ
れ
た
作
家
の
山

本
一
力
氏
は
「
自
己
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
強
調
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
大
変
重
い
言
葉

で
す
。
安
全
性
に
対
す
る
日
本

人
の
意
識
や
、
後
世
に
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
継
承
し
育
成
す
る

責
任
な
ど
の
問
題
提
起
も
あ
り

ま
し
た
。

　
防
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関

す
る
報
告
で
は
、
自
ら
の
命
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
自
ら
関

心
を
持
た
ず
に
行
政
任
せ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
喚
起
し
て

い
る
方
も
い
ま
し
た
。
事
実
、

阪
神
淡
路
大
震
災
で
救
出
さ
れ

た
方
の
内
訳
は
、
警
察
や
消
防

に
よ
る
も
の
が
約
２
割
で
、
近

隣
住
民
な
ど
に
救
出
さ
れ
た
方

が
約
８
割
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

市
長
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
無

論
で
き
ま
せ
ん
が
、
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
考
え
る
上
で
、
当
事
者
意
識

は
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

日
本
人
は
、
一
人
ひ
と
り
の
当

事
者
意
識
が
薄
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
創
る
の
も
自
分
た
ち
で

あ
り
、
命
を
守
る
の
も
自
分
た

ち
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
当
事

者
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
超
少
子
高
齢
化
社
会
に
突
入

し
、
ど
の
自
治
体
も
そ
の
行
政

運
営
に
大
き
な
課
題
を
持
ち
、

解
決
に
頭
を
悩
ま
せ
、
地
域
が

活
性
化
す
る
た
め
の
糸
口
を
必

死
に
探
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
バ

ー
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
前
人

未
踏
の
領
域
で
す
。

　
い
か
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
当

事
者
と
し
て
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
市
政
を
担
う
一
員
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
か
が
、

鍵
と
な
り
ま
す
。

　
多
様
性
を
生
か
し
合
い
、
誰

も
が
輝
き
、
活
力
の
あ
る
東
久

留
米
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
前
向

き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。『
オ
ー
ル
東
久

留
米
』
で
英
知
を
結
集
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
一
緒
に

考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
月
１
日
（
月
）
は
、
国

１２
民
健
康
保
険
税
第
５
期
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５

期
の
納
期
限
で
す
。
最
寄
り

の
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
郵
便
局
）
で
お
納
め
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

市
税
な
ど
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
｣
に
よ
り
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
財
政

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）

お
よ
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

　
年
度
決
算
に
基
づ
く
指
標
を
公

２５表
し
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

　
　
年
度
決
算
に
基
づ
く
算
定
結

２５
果
は
、
実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
連

結
実
質
赤
字
比
率
が
共
に「
－（
数

値
な
し
）」と
な
り
、早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
実
質
公
債
費
比
率
は

３
・
９
%
で　
年
度
よ
り
０
・
７

２４

%
の
下
降
、将
来
負
担
比
率
は　
・２４

０
%
で　
年
度
よ
り
４
・
８
%
の

２４

下
降
と
な
り
、
い
ず
れ
も
基
準
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
１
参
照
）。

　
比
率
が
下
降
し
た
主
な
要
因
は
、

標
準
財
政
規
模
（
※
１
）
が
増
加

し
た
こ
と
や
、
元
金
償
還
額
以
上

の
借
り
入
れ
を
行
わ
な
い
地
方
債

管
理
に
よ
り
、
地
方
債
現
在
高
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

（
１
）
実
質
赤
字
比
率

　
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会
計

な
ど
の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
実
質
赤
字
額

が
な
い
（
実
質
収
支
額
が
黒
字
で

あ
る
）場
合
は「
－（
数
値
な
し
）」

と
な
り
ま
す
。

（
２
）
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般

会
計
の
ほ
か
、
公
営
事
業
全
会
計
、

公
営
企
業
会
計
の
実
質
赤
字
額
の

合
計
の
、
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

合
計
額
が
赤
字
と
な
ら
な
い
場
合

は
「
－
（
数
値
な
し
）」
と
な
り
ま

す
。

（
３
）
実
質
公
債
費
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債

元
利
償
還
金
、
公
債
費
に
準
ず
る

債
務
負
担
行
為
な
ど
、
実
質
的
な

債
務
全
て
に
関
係
す
る
償
還
額
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

（
過
去
３
カ
年
の
平
均
）
を
示
し

て
い
ま
す
。

（
４
）
将
来
負
担
比
率

　
将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会
計

が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
※
１　
標
準
財
政
規
模
＝
地
方

自
治
体
の
標
準
的
な
一
般
財
源
の

規
模
を
示
す
指
標
で
、
市
税
・
普

通
交
付
税
・
臨
時
財
政
対
策
債
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す

資
金
不
足
比
率

　
資
金
不
足
比
率
は
、
事
業
規
模

に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
割
合
を

示
し
て
い
ま
す
。
東
久
留
米
市
で

は
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
、　

年
度
は
資
金

２５

不
足
額
が
な
い
た
め
、
資
金
不
足

比
率
は
「
－
（
数
値
な
し
）」
と
な

っ
て
い
ま
す
（
表
２
参
照
）。

早
期
健
全
化
基
準
・
財
政
再

生
基
準
・
経
営
健
全
化
基
準

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
１

つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
「
財
政
健
全
化
計

画
」
を
議
会
の
議
決
を
経
て
策
定

し
、
公
表
の
上
、
都
知
事
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
財
政
再
生
基
準
以
上
で

あ
る
場
合
に
は「
財
政
再
生
計
画
」

を
議
会
の
議
決
を
経
て
策
定
し
、

公
表
の
上
、
都
知
事
経
由
で
総
務

大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
財
政
再
生
計
画
」を
策
定

し
た
場
合
に
は
、
地
方
債
の
発
行

が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
市
の
財
政

運
営
に
国
の
関
与
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
も
、

そ
の
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
「
経
営
健
全

化
計
画
」
を
議
会
の
議
決
を
経
て

策
定
し
、
公
表
の
上
、
都
知
事
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
財
政
課
☎
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

　
東
村
山
税
務
署
で
は
、
次
の
通

り
「
白
色
申
告
者
の
記
帳
」
や

「
青
色
申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳

書
の
作
成
」
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

白
色
申
告
者
記
帳
説
明
会

　
【
日
時
】　

月　
日
（
水
）・　

１１

２６

２７

日
（
木
）
の
午
前　
時
～
正
午
、

１０

午
後
２
時
～
４
時

　
【
会
場
】一
般
社
団
法
人
東
村
山

青
色
申
告
会
会
館
（
東
村
山
市
本

町
３
ノ
８
ノ　
。
緯
０
４
２
・
３

１６

９
４
・
４
５
２
３
）

　
【
内
容
】　
年
１
月
か
ら
施
行
さ

２６

れ
た「
白
色
申

告
者
の
記
帳

義
務
拡
大
」に

よ
り
、記
帳
が

必
要
と
な
る

方
へ
の
記
帳

方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明

　
【
対
象
】白
色
申
告
を
し
て
い
る

方
で
事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る

方青
色
・
白
色
申
告
決
算
説
明
会

　
【
日
時
】　

月
３
日
（
水
）
①
午

１２

前　
時
～
正
午
が
白
色
申
告
②
午

１０
後
１
時
半
～
４
時
が
青
色
申
告

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
　
【
内
容
】「
決
算
の
仕
方
」
を
中

心
に
、
確
定
申
告
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項
、
青
色
申
告
決
算
書
・

収
支
内
訳
書
の
作
成
要
領
や
消
費

税
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て

　
【
対
象
】
事
業・不
動
産
所
得
の

あ
る
方

　
【
ご
注
意
】各
会
場
と
も
駐
車
場

は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
来
場

の
際
に
は
、
筆
記
用
具
を
携
行
し

て
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
東
村
山
税
務
署
個
人

課
税
第
１
部
門
指
導
担
当
緯
０
４

２
・
３
９
４
・
６
８
１
１
（
内
線

４
１
２
）
へ
。

　
※
自
動
音
声
案
内
に
従
い「
２
」

番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

「上の原連絡所」の移転と
「コミュニティホール
上の原」の廃止について

　
東
久
留
米
団
地
の
建
て
替
え
に

伴
い
、「
上
の
原
連
絡
所
」
は
、　
２７

年
２
月
に
現
在
建
設
中
の
公
益
施

設
棟
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。
新

し
い
連
絡
所
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
も

設
置
し
ま
す
。

　
現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
上
の

原
」
は
、　

年
１
月　
日
（
土
）

２７

３１

を
も
っ
て
廃
止
と
な
る
予
定
で
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
上
の
原

連
絡
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報

　
年
１
月
７
日
号
で
お
知
ら
せ
し

２７ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
民
課
☎
４
７
０
・

７
７
２
２
ま
た
は
生
活
文
化
課
☎

４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　
　
月　
日
（
祝
）
は
、
市
庁
舎

１１

２３

内
電
気
設
備
の
点
検
を
行
う
た
め
、

館
内
は
停
電
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
終
日
市
役
所
本
庁
舎
を

閉
館
し
ま
す
。

　
庁
舎
１
階
市
民
プ
ラ
ザ
・
屋
内

ひ
ろ
ば・証
明
書
自
動
発
行
機（
東

久
留
米
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１

階
出
入
り
口
横
に
設
置
の
も
の
を

含
む
）・
金
融
機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
地
下

駐
車
場
な
ど
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
管
財
課
管
財
係
☎
４

７
０
・
７
７
１
８
へ
。

　
　
月　
日
に
、
東
久
留
米
市
消

１０

３０

防
団
か
ら
、
副
団
長
の
野
村 
基  
之 

も
と ゆ
き

氏
、
第
一
分
団
団
員
の
千
葉 
浩  
孝 
ひ
ろ た
か

氏
、
第
五
分
団
団
員
の
吉 
田
優
氏 
ま
さ
る

が
、「　
年
度
東
京
都
消
防
褒
賞
」

２６

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
数
多
く
の
災

害
現
場
へ
出
動
し
、
市
民
の
生
命

や
財
産
を
守
っ
て
き
た
各
氏
の
功

労
と
、
訓
練
や
警
戒
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
市
民
の
安
全
の
た
め
、
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

市長

 表１　２５年度 健全化判断比率 ※（　　）は前年度数値。単位％

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率
２４．０
（２８．８）

３．９
（４．６）

－
（－）

－
（－）東久留米市比率

３５０．０
（３５０．０）

２５．０
（２５．０）

１７．３３
（１７．３７）

１２．３３
（１２．３７）早期健全化基準

３５．０
（３５．０）

３０．０
（３０．０）

２０．０
（２０．０）財政再生基準

表２　２５年度　資金不足比率
※（　）は前年度数値。単位％

資金不足比率

－
（－）東久留米市比率

２０．０
（２０．０）経営健全化基準

↑
新
座
市

市
道
２
０
７
号
線

上の原連絡所
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上の原
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27号棟27号棟

☆上の原連絡所
　移転予定地
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公益施設棟建設
予定地
公益施設棟建設
予定地
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